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「中小企業振興条例」制定へ向けて、全県の機運高まる !
政策委員会を中心に研究してきた「中小

企業振興条例」の制定を願って、県下の行政、

特に市との懇談会や研修会が活発に行われ

ています。

ご存知のとおり、大村市では宮田大村支

部長と富永委員長 ( 大村支部政策委員長 ) を

中心に大村市へ「大村市中小企業振興基本

条例」を提案し、実現も現実になりそうです。

長崎支部は、長崎市との勉強会も始まり、

田上市長との対談の際にも、中小企業が基

盤であることを説明、前向きに勉強会を進

めていく状況になっています。

北松浦支部は、富川支部長ほか７名の会員が友

広市長を訪問し、経済現状の説明と条例制定へご

理解をいただきました。

佐世保支部は、朝長市長との懇談会に、松尾代

表理事、川下佐世保支部長ほか５名が参加して、

同友会の活動状況や佐世保で開催する 40 周年記

念経営フォーラムの説明を交え、市政への質疑や

要望、振興条例制定への要望等の幅広い内容で懇

談しました。

今後、県政策委員会は研修会を続けながら、他

の市への要請を続け、長崎県下に「中小企業振興

条例」が制定され、自立した２１世紀型企業に我々

同友会の仲間が成長し、良い経営環境が築かれる

ことを期待して、活動を続けていこうと思います。

( 文責　福元　充 )

長崎新聞（８月２８日）
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大村支部　山本　進

第４４回定時総会 in 岐阜に７月１２日、１３

日に行って来ました。

私は、第５分科会（愛知）（株）キタガワ工芸、

北川誠治氏の「魅力ある会社は「共育ち」から」

のテーマの分科会に参加させて頂きました。内容

は中途採用を行っていた頃、社員の離職率の高さ

に悩み同友会に出会う事で、新卒採用が会社の大

きな力になった。との報告内容でした。

よく同友会では、新卒採用が良い！と言う方々

が多い様なお話を聞かせて頂きますが、なぜだろ

う？と思い文科会に参加いたしました。

他県の同友会の方々と、グループディスカッ

ションを行い、新卒採用のどこが良いのかを話合

いました。

新卒者は真白であり理念の共有が出来やすい。

定着率が高い。などの意見がありました。

それもそうだと思いながら、なぜ中途採用者

には、理念等が伝えずらいのかを考えました。

中途であれ新卒であれ思いを伝えて努力をしなけ

れば、経営者ではないのではと自身の考えになり

ました。

事業方針などを明確にし、仕事の明確化が当社

には必要だと再認識させて頂きました。

全国の同友会の方々と話す事が出来た事で、前

向きに考える事が出来ました。

全国大会は、とても素晴しいですよ！

中同協 第４４回定時総会 参加報告（２）

大村支部　宮田　正一

やはり全国大会はいい。実感として今回も感じ

た。１１００人を超える会員が全国から集まり、

経営の勉強をこんなにまじめに行う団体が他にあ

るだろうか。私たち中小企業経営者を取り巻く環

境は、ますます厳しさを増しており、この情勢を

見極め、自社の立ち位置をしっかり把握し、自社

の企業づくり、そして私たちの地域づくりに力を

発揮しなければと自覚させられた大会でもあっ

た。

私が参加した「第２分科会」は、「中小企業憲

章・条例推進の運動を強め今後の展望を切りひら

く」のテーマで愛知同友会加藤座長 ( 弁護士 ) の

もと、木下大分同友会代表理事、杉原大阪同友会

副代表理事、そして三井横浜国立大学名誉教授の

３氏による報告と問題提起であった。私はこのと

ころ毎回このテーマに類する分科会に参加してい

るが、同友会会員の意識レベルがだいぶ向上して

きていると感じた。また、課題はみな同じで、会

内や地域での浸透がうまくいかない、内部の盛り

上がりに欠けるなど、この運動の「見える化」活

動が今後の推進課題だと認識した。そして、この

運動がいかに自社の経営に結びつくのか、地域づ

くりと企業づくりの接点は何なのかなど、展開課

題が見えてきたように思う。

さて、一緒に行った大村支部の仲間とも話した

ことであるが、そろそろ全国大会を「長崎」で開

催する時期に来ているのではないか。今回の岐阜

市は長崎市とほぼ同じ規模の県都であり、また次

の全研開催の島根同友会は、わずか２００名に満

たない会員で全国大会を開催するということであ

る。長崎同友会内部の盛り上がりに大いに期待し

たいと思う。

最後に岐阜柳ケ瀬の夜と翌日のナゴヤドームの

中日ＶＳ巨人は最高に楽しかったことを付け加え

て終わりとしたい。

第２分科会

中小企業憲章・条例推進の運動を強め
今後の展望を切りひらく

木下　光一　氏
杉原　五郎　氏
三井　逸友　氏

大分同友会  代表理事
大阪同友会  副代表理事  憲章条例推進部長

横浜国立大学  名誉教授

第５分科会

魅力ある会社は「共育ち」から
社員同士が教えあい育てあう社風づくり

北川　誠治　氏愛知同友会  共同求人委員長
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長崎支部…浦上地区会　川口　圭典

第 44 回全国定時総会に参加してまいりました。

昨年の札幌の定時総会に比べたら、暑いのは覚悟

して行きましたが、予想外の大雨でさほど暑くな

く良かったです。大雨の影響で長良川が増水し、

鵜飼いを見られなかったのは残念でした。参加し

た第８分科会の報告者は福井同友会、㈲けんこー

や代表取締役　内田光紀氏。地元で乳製品、食品

の宅配事業を経営されています。大学卒業後、東

京の企業で勤務されていましたが、１４年前に福

井へ戻り、職が見つかるまでと、腰掛感覚で家業

の牛乳配達店を手伝うことになり、お父様と二人

で営業、配達とこなしていましたが、熱心な営業

の成果か、顧客件数も増加し続け、二人では、ま

かえなくなり、パート社員を募集し、一人増え二

人増え気づけば、社員数は１５名に、そうなると

やはり出てくるのが、社員教育や労使問題などで

す。内田氏は同友会をはじめ、いろいろ勉強会、

セミナー等へ参加し学んだことを社内へフィード

バックしましたが、なかなか伝わらないそんな毎

日の繰り返しのなかある日、内田氏にハッと気づ

かせる事件がおこりました。その時に自分は今ま

でやっていたことは、単なるおしつけで、自分が

思うように社員が動いてくれるような押し付け的

な教育しかしていなかった。社員が働きやすく、

やる気を起こさせる経営をしないといけない。言

葉は悪いですが、ゲーム感覚で楽しい職場つくり

に励んだ結果、今では、パートさん達主導で会議

が開かれ、盛んな意見交換なされるようになり、

無断欠勤などもなくなり、パートのシフトなども

自分達で調整しているそうです。

グループ討論では「社員教育と社員共育」の違

いはとのテーマで行われ、教育とは報告者が話し

ていように、押し付けであり、共育は労使一体と

なって学びあっていくものだとの意見が出たとこ

ろ、同友会では、「社員教育」と言う言葉がなに

か悪いイメージがあるように感じることがある。

それはおかしいと思う「教育」と「共育」はまっ

たく別物、どちらも会社、社員、経営者が成長し

ていくためには必要なもの。

当りまえのことですが、新人の社員さんには、

いろいろな事を教えなければならない、技術的な

こと、マナーや業界の常識などそれは「教育」一

方、社員さんと経営者が常にコミュニケーション

を取りあい本気の意見交換を継続し労使一帯で、

企業の発展、各社員の夢の実現に向かうのが「共

育」ではないでしょうか。だから「教育」も「共育」

もどちらも必要だと考えます。また今回の総会で

一番良かった事は、懇親会が分科会別だった事で

す。全国大会は、ここ数年どれかに参加してます

が、分科会別の懇親会は久しぶりでした。グルー

プ討論の続きを大いに話すことができ、親睦も深

まりとても良かったです。今後とも全国大会の懇

親会は分科会別で開催してほしいと思うのは、私

だけなんでしょうか？

第８分科会

家業から企業へ
日本最強のパート集団づくりを目指して

青年部での出会いで学んだ同友会理念

内田　光紀　氏福井同友会　副代表理事

佐世保支部　原田　良太

去る７月１２、１３日と岐阜県にて中同協第

４４回定時総会に参加してきました。

今回の分科会は第８分科会「家業から企業へ・・

日本最強のパート集団づくりを目指して」に参加

しました。当法人も雇用スタッフの内６割が非常

勤のパート職員が占めており、非常に興味のある

内容であり、楽しみに参加させていただきました。

宅配業を営む報告者の会社は個人事業からス

タートし、事業規模の拡大とともに従業員の雇用

が始まりました。民間企業で働いていた２代目で

ある報告者は、様々な経営に関する本を読み、色々

な事を試しながら、社員教育をしていました。し

かし、一向に花開かない社風に焦りやいら立ちを

感じながらもなすすべを無くしていたところで、

同友会との出会いがありました。その後、これま

での「自己都合の社員教育」を振り返り、「経営

者の責任」を明確にした上で「社員共育」に取り

組まれたとの事でした。

当法人でも同様に、パートも含めた全ての社員

が自らの考えで動けるような仕組みづくりが必要

であると考えています。社員が勝手に動くバラバ

ラな組織ではなく、経営指針を北極星とした、強

い経営組織を作っていくことが必要でないかと感

じました。

当法人では事業計画は毎年度策定するものの、

経営指針作りについては着手していません。今後

研鑽を重ね、経営指針作りにも着手していきたい

と思いました。

今回も参加の機会を与えてくださりありがとう

ございました。
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大村支部　金井　政春

九州北部が記録的豪雨に見舞われ、梅雨本番を

思わせる天候の下、中小企業家同友会全国協議会

　第４４回定時総会ｉｎ岐阜へ参加してきまし

た。今大会のスローガンは「中小企業の活力と絆

で復興を担い日本と地域の再生を創りだそう」で

した。私は最近の会社の業績、将来、業界の行方、

日本経済の行方等に不安を感じていました。そこ

で私は第１４分科会　「志のなかに生きる経営者

の実像」～平時に何を培い　実践してきたか？～

をテーマに㈱八葉水産　代表取締役　清水敏也氏

　宮城同友会　気仙沼支部長。高野グループ代表

　高野　剛氏　宮城同友会　南三陸支部副支部長

のお二人の報告でした。

㈱八葉水産の清水社長は６工場全てが被災され

たそうですが１年後に稼動再開。高野グループの

高野社長はタカノ鉄工を除き、生コン会社、建設

会社、結婚式場等被災されたそうです。多くの企

業が倒産、廃業する中でなぜお二人の会社は、１

年数ヶ月で再建できるまでに成ったのでしょう

か？両社共震災直後は全社員解雇されたそうで

す。しかし、解雇後も会社の片付けを手伝ってく

れた社員が多かったそうです。震災以前から経営

者として中長期の自社の展望を社員に示し、自社

の存在意義を社員と共に自覚・共有し信頼関係を

築いてこられた結果だと思います。私が意外と

思った事が両社共数年前から地震、津波の避難訓

練は行っていたそうです。想定外の規模で被害は

大きかったが亡くなった方はいなかったそうで

す。会社再建の原動力の一つに、守るべき物をす

べて失った時の心のよりどころが会社であった。

家族を亡くし、家が無くなった時は会社しか無

かったとの話しを聞き、小さいながらも会社の社

長として売上・利益の追求だけでなく、その事以

前に社長としての資質を上げ、如何なる時も会社

が継続できる体制を社員と共に作らなければと強

く感じました。

東北の復興は人作り、会社の繁栄も人づくり、

第１４分科会

志のなかに生きる経営者の実像
〜平時に何を培い　実践してきたか？〜

清水　敏也　氏
高野　　剛　氏

宮城同友会　気仙沼支部長
宮城同友会　南三陸支部副支部長

長崎支部　浦上地区会　吉澤　健

報告者は、福岡同友会福友支部支部長、中村美

賀子氏です。タイトル【自信をもってお誘いでき

る支部づくり】に参加させていただきました。

今回の報告で学んだことは三つあります。

①同友会は増強なくして発展なし

②同友会は楽しく活動する

③同友会は経営者の生きざま学ぶ場所

福友支部は会員数２６０名、毎月１名以上の入

会者を迎えて１１年間、１３１ヶ月連続入会記録

を続けています。なぜ重点的にしかも継続的に取

り組みができているのか。中村支部長は、会員数

が停滞もしくは減少していくと支部活動は衰退し

てしまう。友達がいないことや同友会の良さを理

解する前に退会するケースがある。これらの対策

として、増強の仕組みづくりを確立したことが、

一番の強みとなっています。

ゲストに対して同友会を知る会を毎月１回開催

し、同友会と私をテーマに会員が話をする。入会

説明、自己紹介、懇親会、フォローアップ、学習

会、例会と増強に向けたＰＤＣＡが確立している。

女性会員が２２％を占めており、その特徴を生か

した明るく楽しく活動が展開出来ています。役員

の三人に一人が女性です。驚きは紹介者なしの入

会者が増加していることです。茲に福友支部の凄

さと強みを感じました。

グループ討論では、【同友会の存在意義】につ

いて学びを深めました。例会や学習会に参加し良

い点を徹底的にパクルこと。知れば知るほど役員

をしたくなる。役員となって大きく気づくことが

できます。

同友会は学びの場、人生の生き方を考える場で

あり、経営者としての生きざまを学ぶ場であると、

グループ討論のまとめとして発表させてもらいま

した。私が思う同友会の存在意義に出会った瞬間

でした。

この学びを自身の活動に生かし実践し、長崎支

部の会員増強に微力ですが貢献したと考えていま

す。分科会は私と同友会の関わり方に気づきを与

えていただきました。以上参加報告とさせていた

だきます。

第１１分科会

自信をもってお誘いできる支部づくり
会員の輪拡大とMake 福友 Happy で会員企業繁栄

中村美賀子　氏福岡同友会  福友支部支部長
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瀧川　隆　会員（長崎支部　出島地区会）

長崎支部　出島地区会　庄司　博昭

初めての参加でした。但し、仕事の都合で二日

目の全員大会に出れなかったのが残念です。

分科会は、現場研修の「関ヶ原巡り」で、大変

最高に有意義なものとなりました。

行く前に、関ヶ原の歴史を勉強し、司馬遼太郎

の「関ヶ原」も上巻を読み上げ参加しました。今

も本を読んで研鑽を深めています。

自分の知っている史実と違うところが感銘しま

した。史実では家康が桃配山から中央の盆地に降

り、裏切り者の小早川秀秋へ向かって大砲を撃ち

込んだとありますが、実際に行ってみると、当時

の火力では届かない位置関係で元々　家康は裏切

りに自身があって、攻撃されやすい盆地に降りた

のだと感じました。

また、ガイドの方が盛んに「裏切り者」を連呼

されており、後世まで、そのような形で呼ばれ、

しかも　３年後に狂い死にしたと話があり、史実

に自分の生き方を考えさせられました。かたや、

大谷吉継、小西行長などは戦死するも「義」を貫

いた戦国武将として認められています。経営者と

しての生き方、理念を今一度、考え直すべきだと

思いました。

懇親会の規模の大きさにはビックリしました。

１０月に長崎同友会で４０周年フォーラムを開

催するにあたり、ジャパネットたかたの髙田社長

をお迎えしており、その宣伝ができなかったのが

非常に残念でした。

前日は、オプションで鵜飼いを堪能しました。

本当に貴重な体験をありがとうございました。

次も是非参加して、一層の見識を深めていきたい

と思います。

第１６分科会

いざ決戦！リーダーは何を考え、どう行動するか
関ヶ原古戦場現地踏破実習

小島　正憲　氏岐阜同友会

同友会の繁栄も人づくり　私の進むべき方向性と

私より大変な人、頑張っている人が沢山おられる、

私も負けないように頑張ろうとの思いを戴いて

帰って来ました。

是非、この様な感動を与えられる様な全国大会

を長崎で開催できたらと思いました。
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８月の浦上地区会の例会は県の財務委員長で吉

田國廣税理士事務所の吉田國廣会員に「私の事業

承継体験談」というテーマでご報告頂きました。

吉田会員は、学生時代に不登校を繰り返してい

たそうですが、税理士試験に合格してしまうとい

う変わった経歴の持ち主です。中学校は出席日数

ギリギリで卒業できたらしいですが、高校は入っ

ても辞め、定時制や通信制高校に行っても長く続

きません。これではいけないと感じ、大検を受け

通信制の短大に進学することを決意。短大に進む

と講義の中で初めて簿記に触れ、その簿記の楽し

さに惹かれて税理士を目指すようになったそうで

す。

それからは難易度の高い試験に挑み必死の努力

の末に３１歳で見事合格されました。

合格すると１０年間は諌早の事務所に勤務し平

成１６年に独立する運びとなりました。独立して

からは顧問先を一から作らねばならず、税務署か

ら依頼された仕事などから少しずつ増やしていっ

たそうです。

そんな時にある方から後継者のいない事務所の

承継を依頼され、２年前の１０月に引継ぐことに

なりました。事務所の男性職員は吉田会員より全

員年上でしたが、仕事に対する姿勢の甘さや考え

方の違いに驚いたそうです。

事務所には物が溢れ、床はボロボロでした。吉

田会員はまず所内を綺麗にすることで心機一転を

はかったそうです。そして職員の積極的意識への

変革のために、相互チェック体制、賞与の査定制、

毎朝３０分の研修、進捗会議など今までに無かっ

た仕組みを取り入れたそうです。

グループディスカッションは「あなたは社員の

モチベーションアップを図ってますか」という

テーマで活発な議論が交わされました。討論では

「吉田氏と同じ境遇で同感できる」「褒める、怒る、

叱るを上手く使いわける」などの意見が出ました。

吉田会員への多数の質問も寄せられ参加した皆

様の関心の高さがうかがえる例会となりました。

（文責　平野圭司）

長崎支部 浦上地区会 例会報告
日 時 ８月２７日（月）午後６時３０分
会 場 ギャラリーヘキサ
テ ー マ 「私の事業承継体験談」

報 告 者 吉田國廣税理士事務所　所長
　吉田　國廣　会員

今回の例会報告は、出島地区の例会委員長であ

る橋本桂子会員にして頂いた。

戦後長崎の復興のために、先代の社長が「ケー

ブルは人々の希望の架け橋」という思いを掲げて

事業展開されていたが、事業継承後大きな危機を

経験し、１９９９年がターニングポイントとなっ

た。橋本会員は２００２年に経営フォーラム参加

がきっかけで同友会に入会し、経営指針づくりに

参加したものの事業再生に奔走し、経営計画書を

作成するまでには至らなかった。２００４年には

銀行からの経営改善計画書の提示を受け再生を目

指すこととなったが、「数字がものを言う、経営

は数字である」との考えのもと、分析はよくでき

ていたものの、社員とは共有することはなかった。

その後、求人活動を試行錯誤の中で実施し、新し

い人材を確保できるようになってきた。社員の共

長崎支部 出島地区会 例会報告
日 時 ８月２２日（水）午後６時３０分
会 場 サンプリエール

テ ー マ 「人が輝けば企業が輝く‼」
〜社員との価値観の共有を目指す経営計画書への挑戦〜

報 告 者 橋本興産（株）　専務取締役
　橋本　桂子　会員
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通理解を目指して、用語の統一、標準化を意識、

社長の役割、収益ができたら採用などの考え方を

浸透させていった。また、若い社員をリクルーター

として起用し、新卒者の採用の業務を担わせた。

価値観の共有できる人で、即戦力はいらないが成

長できる人を採用していくこととなった。

　当初（３年前）の経営計画書は、２つの施策

を挙げており、一つ目は、ＩＳＯ９００１の認証

取得で作業フローの作成、もう一つはＰＤＣＡサ

イクルを回すことで、観察・分析・判断シートを

提出させることとしていた。２年目の経営計画書

は、社員参加で作成した。For The Customer 実

現のために用語の統一をし、経営理念の浸透につ

ながっていった。今期の経営計画書は、価値観の

共有は数字の共有から、計画書はルールブックで

あり、スコアブックであるとの考えのもと、次第

に会社の仕組みが良くなり、社員のスキルがアッ

プしてきた。そして強い企業文化を創るための経

営環境は、物的環境整備、人的環境整備、情報環

境整備が必要であり、社員に理解され実行される

よう計画されていることが必要であることが報告

された。

その後「あなたの会社の誇れるこだわりは何で

すか？」をテーマに活発なグループディスカッ

ションがなされ、様々な切り口でのテーブル発表

がなされた。

経営計画書の作成が景気に左右されることのな

い強固な企業経営を約束することが実証された報

告であったと思うと共に、是非会員事業所全てが

作成されることを強く感じた報告となった。

報告の後、経営フォーラムのキャラバン隊から

の参加依頼がなされ、盛会のうちに閉会となった。

（文章　町田澄利）

昭和２６年に諫早美術謄写堂として創業され

た ( 株 ) 昭和堂は昨年創業６０周年を迎えました。

今二代目社長の永江正澄氏は創業１００周年を目

指して紙媒体の印刷にとどまらず多様な印刷事業

の展開で会社の発展を続けられておられます。そ

して社員教育においては、会社は人間形成の場で

あるということで一ヶ月間は発声練習、ランニン

グなどの訓練を主になさってます。社員が一丸と

なって人間形成を。仕事が出来ても人間として社

会人として挨拶が出来なければだめだ。「昭和堂

の礼義はすごい」と言われるほど挨拶には特に力

を入れておられます。今の印刷業は「普通の印刷

ではめしは食えない」そういう時代に突入してお

ります。以前の専門職はパソコンで素人でもそれ

ができるようになりました。今は時代と共に必要

性を求められる時代となりました。そこで短期、

中期、長期計画を立ててそれを実行していく。「現

諫早支部  例会報告
日 時 ８月１８日（土）午後３時３０分
会 場 株式会社　昭和堂

テ ー マ 「１００年企業を目指して」
　〜社風を垣間見る〜

報 告 者

（株）昭和堂　代表取締役
　永江　正澄　会員
（株）昭和堂　取締役営業部長
　馬場　輝夫　氏
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在困窮、将来有望」と言う言葉で永江氏は語られ

ました。今 ( 株 ) 昭和堂は「会社の販売サポート

会社」になるべく色々な印刷物の販促へのご利用

方法の提案と言う事に力を入れておられて「フェ

イス to フェイス」の打ち合わせにより集客のお

手伝いをします。またお客様の売り先まで商品を

紹介に行って自社の商品を売っていくような事も

あるそうです。そう、マーケッティングメディア

プロデュースと言う事でお客様の販売促進をサ

ポートしておられます。商品や接客マナーが売り

上げを変えることもありますが、なんと言っても

売り上げを上げる方法は本当に難しいです。しか

しその中においてお客様から「昭和堂の商品が私

の商売の役に立ったよ」と言われるのが一番嬉し

いと永江氏は言われます。企業は開業したら後は

存続するか、売却するか、廃業するか、倒産する

しかありません。ビジネスはカーナビです。ま

ず、今の現在位置を確認します。次に目的地の設

定です（勝つための計画・戦略です）。最適ルー

トの検索（戦術・具体的な手段方法）それは管理

職の仕事。そして目的地設定こそが社長の仕事。

決定権があります。このカーナビを使って中期、

単年度の経営計画を立てていきます。会社におい

て損益分岐点は生命線です。存続コストを下げる

事で会社の寿命を長くします。( 株 ) 昭和堂では

朝７時半から８時過ぎまで色々な勉強会がありま

す。フェニックス会は営業部長以上の人が参加し

て、またブルーバード会では幹部候補が勉強会を

行なってます。人間だけが自分の賞味期限を延ば

すことが出来る。永江社長さんはそのために地道

な努力を怠らず社会から必要とされる会社でなけ

ればならないと唱え続けておられます。昭和堂さ

んの社員教育は行き届いており工場内見学の時に

も、すかさず挨拶されたり、また、てきぱきと機

械を操作する姿、工場内の整理整頓などなど、社

長の思いを全従業員が理解して仕事に取り組んで

おられるように感じました。現在印刷業界は苦境

にさらされてますが、お客様の販売促進サポート

会社としての ( 株 ) 昭和堂さんは有望な市場に向

けてさらに成長を続けていかれるようです。

（文責　山田圭一）

今回の例会は、バズセッション（小分科会に分

かれて、それぞれの分科会ごとにブレーンストー

ミングを実施して、その結果を全体会議に持ち寄

る会議手法）でテーマが「我が社の生き残り戦略」

で、現在の悩みや問題点をどう打破したらいいの

か、お酒を片手に本音で話しましょうで始まりま

した。

今まで参加させてもらった例会とは、少し違い、

各グループが大きなテーマの事に対して討論する

のではなく、自分の現在の状況・疑問等に直結し

て話し合えた事が今回の例会の一番いい所だと感

じました。

討論内容の一つを簡単に紹介しますと、ある肥料

屋さんが現在使用している商品の更なる有効活用が

無いものかと提案を求めたら、家畜主体ならペットで

島原支部  例会報告
日 時 ８月７日（火）午後７時
会 場 生き生き横丁
テ ー マ 我が社の生き残り戦略
内 容 バズセッション
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内島  範喜  会員（島原支部）

も使用できるのでは、またはネットを有効活用したら

どうか、ネットの活用なら現在ネット販売をされてい

る方が会員にいるから相談してみようとか。いろいろ

な話がでて盛り上がりました。

ここで私が感じたのは、今までも感じていたこ

とですが、気軽に他業種と意見交流ができる事で

す。なかなか社員とこれからの手法とか検討した

りしますが、同じ環境下では内容が似通ってきま

す。しかし、この会を通じて異業種の考え方・捉

え方の違いに刺激を受けることにより今までと違

う見方・新しい考え方に気づくことができました。

本当に、この会とこの出会いに感謝し、今後の会

社経営と同友会活動に役立てていきたいと思いま

す。

（文責　本田順也）

今回の例会の報告は、島原支部の三田茂樹さん

でした。年に一度の佐世保支部、北松浦支部の合

同例会で、同友会とは、何なのか、いったい何を

しているのかを、新入会員、およびオブザーバー

の皆様に理解していただくための例会でした。

三田さんは、佐世保出身で、家業のクリーニン

グ店を継ぐつもりでいたそうですが、当時の先輩

で、現在のエレナの中村社長の影響で進学をされ

たそうです。島原で結婚し、南陽商会に入社、化

粧品販売、その後昭和４３年から、ダスキンのフ

ランチャイズ加盟店、平成６年から女性専用の

フィットネスクラブカーブスの経営をされていま

す。

本業が売り上げダウンしたが、カーブスを始め

たことで回復してきた。もっと頑張らないといけ

ないとおっしゃっていました。

個人的にも少林寺拳法、テニス、シーカヤック

などもされていて、健康管理にも気をつけられて

います。

平成６年にボランティアの仲間から誘われて同

友会に出会い、島原以外の人と交流を深めたほう

がいいと思っていたこともあり、諫早支部の立ち

上げの時に入会されました。元気のある支部で個

性は強く、島原から一時間かけて通っても、仲間

に会うのが非常に楽しみだった。報告者も勉強熱

心で、懇親会も、例会の延長という感じだったの

で、他支部からの例会の参加も多かったそうです。

佐世保・北松浦支部合同例会
日 時 ８月２５日（土）午後３時
会 場 ホテルサンルート佐世保

テ ー マ 「入ってよかった同友会」
〜同友会に入って我が社は大きく変わった〜

報 告 者 （資）南陽商会　専務
　三田　茂樹　会員（島原支部）



─ 10─

今回は毎年恒例となっている納涼家族例会を山

口会員の「おおむら夢ファーム　シュシュ」で開

催しました。会員２０名、家族３０名オブザーバー

３名、総勢５３名の参加でいつになく大人数の例

会となりました。

交流会では、大塚正一会員と藤田会員のお茶目

な格好の名司会で、一気早飲み大会、シュシュな

らでは、奥様に嬉しい野菜の詰め放題ゲーム（な

んと詰めた野菜は全部お持ち帰り太っ腹企画）、

豆つかみゲーム、おじさんだけらけの割り箸輪ゴ

ム渡しリレー（ちょっと熱くるしかったと評判で

した。）など盛りだくさんのゲームがあり大変盛

り上がりました。

普段見ない、想像できない会員の笑顔やご家族

との会話ができたりと親睦が深められたと思いま

した。

通常の例会とは違い、お酒も飲みながら、また

家族も参加ということで、終始笑顔の絶えない時

間を過ごすことができました。

（文責　高瀬邦彦）

大村支部  例会報告
日 時 ８月２３日（木）午後６時３０分
会 場 おおむら夢ファームシュシュ
内 容 納涼家族例会

同友会に入ってよかったことは、経営者としてだ

けではなく人間的にいい方と出会えたこと、異業

種の集まりなので、色々な話ができて、世の中の

動きがよくわかった。色々な方がいらっしゃるの

で、良くも悪くも経営の参考にさせてもらった。

同友会の考え方があるが、他のセミナーなどに参

加して、影響を受け倒産する仲間もいた。そうい

う時は悲しい思いをしたこともある。同友会に

入った以上は、一生懸命すること、在籍するだけ

では意味がない、そして、数は力なりで、数が多

いと地域の発言力が増してくる、環境を変える原

動力となるとおっしゃっていました。

自分自身の体験談を元に、同友会では、どれだ

け学ぶことがあるかを、大変わかりやすく、新入

会員、及びオブザーバーの皆さんに伝えていただ

いたと思います。現会員にとっても、再度、同友

会について考え直す良い機会ではなかったかと思

います。

( 文責　今林京子 )
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８月の青年経営者会の例会は毎年恒例のサマー

イベントと題し琴海にあるオーシャンパレス ホ

テル＆リゾートにてバーベキューを中心に家族交

流を図るイベントを行いました。

時期的に月末に近い事もあり、参加者は昨年を

下回ってしまいましたが、参加して頂いた会員や

ご家族の方は楽しんで頂けたと思います。

家族サービスの趣旨に沿って会員が交代でお肉や

野菜を焼き、奥様や子供達の元へ運ぶという慣れな

い作業に戸惑いながら飲むビールが格別でした。

子供達はバーベキューで食事をした後にプール

で遊び、最後に青経で用意した手持ち花火を怖が

りながらもお父さんに火を付けてもらいながら楽

しみ、夏休みの思い出の１頁になったかと思いま

す。「来年もまたプールで遊ぼうね」って声を掛

け合っていました。

奥様方も女性同士ならではの旦那の愚痴などの

会話に盛り上がっていたとの事でした。

最後にハウステンボスの花火大会の打ち上げ花

火が小さいながらに見えてプールサイドで歓声が

上がり、サマーイベントは終了致しました。

（文責　長崎支部  浦上地区会　鹿島啓介）

青年経営者会例会報告
日 時 ８月２５日（土）午後６時３０分
会 場 オーシャンパレス　ホテル＆リゾート
内 容 サマーイベント

　皆さんは、歯科医院と言えばどのような印象をお
持ちでしょうか？
　・痛くてどうしようもならない時に行く場所
　・怖くて痛いことをされる場所
　・できれば行きたくない場所
このようなイメージをお持ちの方が多いのではない
でしょうか。
　学校検診などでは、う蝕（むし歯）は早期発見、
早期治療が必要ということで治療勧告がなされてき
ました。しかし、早期発見、早期治療というこれま
での常識は誤りなのです。う蝕は一度、人の手を加
えたら抜歯（歯を抜くこと）への道を歩き続けるこ
とになってしまいます。「早期発見、長期観察」が
正しく、これが新しい考え方なのです。なぜなら、
抜歯を避けることができるのみならず、初期の虫歯
は自然治癒する可能性があるからなのです。う蝕は

「手当て」をすれば治る疾患であるにもかかわらず、
治らないと考えられ、むし歯の治療をするとその歯
は抜く運命に巻き込まれていくのです。
　そこで必要なのが「歯磨き」ではなく「歯ぐき磨き」

なのです。
　「歯ぐき磨き」という言葉は初めて聞かれた方が
ほとんどだと思います。通常の「歯磨き」とは違い、
歯ぐきをねらって歯ブラシを当て、歯と歯の間や歯
と歯ぐきの境目、そして歯ぐきをマッサージしてい
く方法です。むし歯や歯周病にならないようにする
には、「歯磨き」ではなく「歯ぐき磨き」をして欲
しいのです。しかし、どんなに自分で上手に磨いて
いるようでも、私たち専門家も含めて誰も完璧には
磨くことはできず、磨き残しが必ずあります。で
すから、磨き残しの所を磨いてもらう専門のサポー
ター（歯科衛生士）を備えていることが大切になっ
てきます。また、この「歯ぐき磨き」は脳へ刺激を
与え（認知症予防）、糖尿病悪化予防、動脈硬化症
予防（心臓血管・脳血管障害予防）につながってい
くことが分かっていますので是非自分で、そして歯
科衛生士にやってもらって下さい。ウトウトっ〜と
するくらい、とても気持ちいいですよ！
　次回は、「歯を削らないことの大切さ」について
お知らせ致します。

「気持ちよくなる歯医者さんの活用法」

まちだ歯科クリニック　町田 澄利
～美味しく食べて、しっかりしゃべって、幸せ歯ッピー！！～ “歯ぐき磨き” で気持ちイイヨ～
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新入会員・復会の皆さんです （敬称略）

＜８月入会＞

支 部 名 佐世保

氏 名 川
かわぐち

口　哲
て つ じ

司

企 業 名 潮見郵便局

役 職 名 局長

企 業 住 所
〒８５７−０８３４
佐世保市潮見町６−１１

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-31-9542 Ｆ Ａ Ｘ 0956-33-6508

業 種 郵便事業

企 業 Ｐ Ｒ 地域の皆様に親しまれる郵便局を目指します。
スポンサー 川上　利夫

支 部 名 長崎（出島地区会）

氏 名 彭
ほう

　暉
き

企 業 名（有）アスピレーション

役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所

〒８５０−００５６
長崎市恵美須町７−１２
オックスＳＴＡＹ ＢＬＤ ５０２

Ｔ Ｅ Ｌ 095-827-5900 Ｆ Ａ Ｘ 095-827-5900

業 種 リラクゼーションサロン経営、中日貿易

企 業 Ｐ Ｒ

快適空間ザ・リラックサの理念は「お客様を主役」に
据える「喜びと感動のサービス」にあります。お客様
の期待を超える価値を創出して、地域社会に愛される
店を目指しております。応援してください。

スポンサー 濱田　利夫

支 部 名 諫　早

氏 名 大
や ま と

和　眞
ま す み

澄

企 業 名 諫早生活食品工業（株）

役 職 名 代表取締役

企 業 住 所
〒８５４−００７１
諫早市永昌東町６−１９

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-22-0466 Ｆ Ａ Ｘ 0957-22-6817

業 種 食品添加物製造業

企 業 Ｐ Ｒ

農家の食生活の向上に奉仕するという創始者の父と、
戦前に神戸の栗山式食事療法を習った母の意志をひき
つぎつつ、家庭の加工食品を現在に合わせてサポート
していきたいと思っています。

スポンサー 藤原　貞明

支 部 名 佐世保

氏 名 松
ま つ だ

田　律
り つ こ

子

企 業 名 社会福祉法人　民生会

役 職 名 本部長

企 業 住 所

〒８５７−０３２２
北松浦郡佐々町松瀬免
１０９−２

Ｔ Ｅ Ｌ 090-1979-7511 Ｆ Ａ Ｘ 0956-66-8434

業 種 福祉（障がい）事業所

企 業 Ｐ Ｒ

民生会は平成２年開所以来、２３年間障がいのある
方々の地域生活・就労を最優先に運営して参りました。
どのような社会状況にでも対応出来る足腰の強い事業
所を目指しています。

スポンサー 村山　隆之

＜復　会＞

支 部 名 佐世保

氏 名 中
なかしま

島　城
しろのぶ

宣

企 業 名（有）中島塗装工業

役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所
〒８５７−００６４
佐世保市赤崎町１０３８−２

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-28-5867 Ｆ Ａ Ｘ 0956-28-0697

業 種 一般建築塗装

企 業 Ｐ Ｒ

豊富な経験と知識、高い技術力で暮らしのリフレッ
シュをお手伝いします。
一般住宅からビルまで。木工塗装も承ります。

前 会 員 川下　眞文

会員企業の皆様で制作されたチラシを広報
誌と一緒に会員に配布するサービスを始め
ました。
毎月１０日迄に事務局宛お届け下さい。発
送は毎月１５日～２０日に行います。支部
指定も出来ます。
Ａ４チラシ１枚５円です。Ａ３チラシは２
枚分となります。ご利用お待ちしておりま
す。

折込サービス開始！
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ホームページのバナー広告を募集しています！
●お問い合わせ●

事務局まで
（月５００円です）

長崎県中小企業家同友会　創立４０周年記念

第１９回　経営フォーラム in 佐世保

２０１２年

株式会社ジャパネットたかた

髙田　明 氏

九十九島観光ホテル

月 日 土10 6

開催日

会　場

記念講演

年商１５３１億円
低迷が続く日本経済の中で、
佐世保の小さなカメラ店を
通信販売の雄へと成長させ
た企業経営の真髄とは？
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会　員　数（９月４日現在）

長　崎 （浦上） （出島） 大　村 諫　早 島　原 佐世保 北松浦 合　計

目 標 ２２９ １０９ １２０ ５５ ６０ ４０ １００ ４０ ５２４

期 首 １８２ ９１ ９１ ４６ ４５ ３０ ６９ ２９ ４０１

現 在 １７９ ８９ ９０ ５０ ４９ ３２ ７６ ２９ ４１５

理事会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２０１２年９月理事会　議事録　抜粋　９月４日（木）　つくば倶楽部

仲間づくりについて
１）入会・退会の承認について－入会６名、退会１名を承認

２）仲間づくりの進捗状況・具体的活動状況について

報告・連絡事項
１）８月　県本部・各支部・各地区会・各委員会等の活動状況に

ついて
県本部等

２日 ( 木 )
　県産業労働部との意見交換会／県産業労働部長室
７日 ( 火 )
　県議会　条例制定検討会議／県庁
２１日 ( 火 )
　県産業労働部との意見交換会／県産業労働部長室

２）例会について（更なる例会の充実をめざして）

３）経営フォーラムに関して－山領実行委員長
※支部長各位へのお願い

支部役員会にて、未回答の会員に対し呼びかけをお願いし
ます。
可能であれば、会員企業訪問を行って頂けませんでしょうか。
また、フォーラムノートの広告に関しても合わせて呼びかけを
行って下さい。

※会場移動はしない方向で現在調整中です。

４）五島支部設立について－松田支部設置準備委員長
「支部設置準備委員募集結果」
順不同　長崎－末次さん、内山さん、大村－宮田さん、
　　　　諫早－平湯さん、杉本さん、和田さん

※８月理事会後の申請－ありがとうございました。
　長崎－吉澤さん、諫早－白濱さん、森さん、
　島原－落水さん、三田さん

理事会にて、山田支部長より、諫早支部役員全員が委員就
任との報告を頂きました。

・９月１８日（火）に第１回五島支部設立準備委員会を
１９時より同友会事務局にて開催しますので、支部長各
位は、支部役員会で委員会開催を報告して頂き、参加者
を募って下さい。
参加できる方を事務局に伝えて下さい。

９月１８日（火）第１回委員会の会場は変更の可能性が
あります。
佐世保支部、北松浦支部については、連絡担当窓口の方
を選任願います。

・２０１３年４月発足を目指し、進めて行きたいと考えて
います。

５）中同協関係の件－主要行事の紹介と参加促進

協議・承認事項
１）４０周年記念事業に関して
　　－岩崎４０周年記念事業実行委員長

記念事業の開催、「４０周年記念誌」への原稿提出、編集等に
ご協力頂き、本当にありがとうございます。
記念式典に関しては、企画書・タイムスケジュール等を早急
に理事会メーリングに配信して頂きます。

※名簿の必要性について－西村専務理事
＜長崎支部＞

・名簿という名称の情報がメンテナンス可能なものがよ
いので、冊子としての名簿は、希望しない。

・ｅ－ｄｏｙｕの中の名簿に会員が情報を登録してもら
えば利用できる。

＜大村支部＞
①手帳タイプの会員名簿を製作するのであれば、毎年製

作すべし
②手帳タイプの会員名簿製作より、ｅ－ｄｏｙｕのアド

レス帳をもっと活用すべき
③未だ顔写真の未掲載会員が多く、活用されていないし、

時代の流れに遅れている
④関連して情報広報委員会を中心に、活用促進を図るべ

き
＜諫早支部＞

昨年から名簿作成をしたいという意見が役員会で出され
今期の活動方針と予算に盛り込んである。
諌早だけではもったいないので県央３支部で作る案を各
支部に打診していたが県として作成するのであれば大賛
成である。

＜島原支部＞
以前からも名簿が欲しいとの声があり、島原としては大
賛成です。
８月の役員会でも確認いたしました。何卒よろしくお願
いします。

＜佐世保支部＞
有れば便利だと思われます。

＜北松浦支部＞
印刷物（手帳型名簿）を希望します。

≪各支部からの報告を受けて、三役からの提案≫－承認
①まず、ｅ－ｄｏｙｕの「ユーザー名簿」の登録を推進し、

内容の充実を図ってはどうか。
※情報広報委員会で今年度末までに登録完了出来る様に

方法等を協議して頂く。
②登録完了後、必要な方には有料で名簿を作製し配布。

２）理事選考委員の指名、承認について－西村専務理事－承認
昨年度までの選考方法を踏襲し、選考委員の指名承認を行い
ます。
・委員長－平湯前代表理事、委員－全理事　委員計２２名

理事会にて承認頂きましたので、代表理事推薦告示文の作成、
配信に着手して頂きます。

３）会費滞納者への対応に関して－吉田財務委員長
（４ヶ月以上滞納者・理事会では氏名公表）
・長崎支部・出島地区会の２名に関しては、明日９月５日に

２ヶ月分の会費納入と今月中に１ヶ月分の会費納入の確約
がなければ、退会手続きを行う事を承認。
⇒９月５日　両名とも２ヶ月の会費納入並びに月内の１ヶ

月分の会費納入の確約あり。
・佐世保支部１名に関しては、退会手続きを行うことを承認。

４）事務局員採用について－西村専務理事
三役より、峰　圭太氏の推薦があり、承認。

9 月 5 日より入局させていただきまし
た、峰圭太と申します。
一日でも早く知識等吸収し、皆様のお
力になりたいと思いますのでよろしく
お願い致します。
私も地元長崎の出身です。長崎で活躍

される企業がますますの成長や進化を遂げるその瞬間に
携われることに今からワクワクしています。
まだまだ未熟者ですので、皆様のご指導、ご鞭撻の程よ
ろしくお願い致します。

新事務局員紹介


